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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　セルラ通信ネットワークの通信セルに対して無線カバレージエリアを提供するように構
成される基地局と無線通信装置とを含む前記セルラ通信ネットワークでの使用のための通
信方法であって、
　前記セルラ通信ネットワークの２つの通信セル間で移動することに伴って、前記無線通
信装置中の要素への接続を有する無線インターフェースモジュールから、無線通信リンク
によって前記基地局に、グループ通信モジュールによって生成されグループメンバーシッ
プの変更を要求するグループメンバーシップ情報変更要求信号を送信することと、前記無
線通信装置は任意の時点で、１つまたはそれより多くのマルチキャストグループのメンバ
ーであるか、あるいはマルチキャストグループのメンバーではない、ここにおいて前記無
線通信装置は前記グループメンバーシップ情報変更要求信号に応答して前記基地局で維持
されるグループメンバーシップリストへ加入またはから削除されるものである、
　前記セルラ通信ネットワークにサービスを提供する認証課金許可（ＡＡＡ）サーバとの
通信に基づいて前記基地局によって決定される、前記グループメンバーシップ情報変更要
求信号の受諾又は拒否を示す応答の、前記無線インターフェースモジュールによる受信を
監視し、前記グループメンバーシップ情報変更要求信号に応答して前記基地局から送信さ
れるグループ通信を受信するように前記グループ通信モジュールを動作させることと、を
含み、
　前記グループ通信モジュールは前記基地局が前記グループメンバーシップリストを維持
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することを可能にさせない標準グループメンバーシップクライアントモジュールからのシ
グナリングを傍受し、傍受されたシグナリングに基づいて前記グループメンバーシップ情
報変更要求信号を生成するものである方法。
【請求項２】
　前記接続は前記無線通信装置中の要素への有線接続である、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記送信されたグループメンバーシップ情報変更要求信号に対する前記応答が予め選択
された時間期間内に前記無線インターフェースモジュールによって受信されないとき、前
記グループ通信モジュールは前記グループメンバーシップ情報変更要求信号を再送信する
よう前記無線インターフェースモジュールに指示する、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記グループメンバーシップ情報変更要求信号は、前記基地局が前記無線通信装置を前
記グループメンバーシップ情報変更要求信号において特定されたグループへメンバーとし
て追加することを要求する、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記グループ通信モジュールは、前記無線通信装置において動作しているマルチキャス
トグループ通信アプリケーションから得られた情報の関数としての前記グループメンバー
シップ情報変更要求信号を送信することを開始する、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記グループ通信モジュールは、マルチキャストグループ通信アプリケーションからの
情報を受信する前記標準グループメンバーシップクライアントモジュールから、グループ
メンバーシップ情報を受信する、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記標準グループメンバーシップクライアントモジュールはマルチキャストリスナーデ
ィスカバリープロトコルモジュールである、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　さらに、前記グループメンバーシップ情報を求めて前記標準グループメンバーシップク
ライアントモジュールを定期的に照会することを含む、請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　さらに、前記照会において特定されたグループに関する前記グループメンバーシップ情
報を求めて、前記グループ通信モジュールから前記標準グループメンバーシップクライア
ントモジュールに対して照会を送信することを含む、請求項６に記載の方法。
【請求項１０】
　前記標準グループメンバーシップクライアントモジュールと前記グループ通信モジュー
ルとの間のシグナリングは、インターネットグループ管理プロトコル(ＩＧＭＰ)に従った
シグナリングを用いて行われる、請求項６に記載の方法。
【請求項１１】
　前記グループ通信モジュールと前記マルチキャストグループ通信アプリケーションとの
間のシグナリングは、インターネットグループ管理プロトコル(IGMP)に従っていないシグ
ナリングを用いて行われる、請求項６に記載の方法。
【請求項１２】
　前記無線インターフェースモジュールは少なくとも部分的に、前記無線通信装置の要素
を収容するために使用されている無線通信装置筐体の内部にある、請求項１に記載の方法
。
【請求項１３】
　前記無線インターフェースモジュールは前記無線通信装置の外部にあり、任意の１つの
時点で１つの有線接続によって多くても１つの無線通信装置に結合される、請求項１に記
載の方法。
【請求項１４】
　前記グループ通信モジュールは前記無線インターフェースモジュールの内部に配置され
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ている、請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記グループ通信モジュールは、前記無線インターフェースモジュールの外部の１つの
位置における前記無線通信装置に配置されている、請求項１に記載の方法。
【請求項１６】
　無線セルラネットワークの通信セル内で動作している１以上の移動装置に対して複数の
マルチキャストグループのためのメッセージを送信するように構成された基地局のための
コンピュータ可読媒体であって、
　プロセッサによって実行されることで、前記通信セル内で動作している移動装置上のグ
ループ通信モジュールから、前記基地局の前記通信セルと別の基地局の別の通信セルとの
間における前記移動装置の移動に伴って、グループメンバーシップ情報変更要求信号を受
信することを前記基地局に行わせる命令と、ここにおいてグループメンバーシップ情報変
更要求信号は前記複数のマルチキャストグループから選択される１つのマルチキャストグ
ループと関連づけられるものであり、前記グループ通信モジュールは前記基地局がグルー
プメンバーシップリストを維持することを可能にさせない標準グループメンバーシップク
ライアントモジュールからのシグナリングを傍受し、傍受されたシグナリングに基づいて
前記グループメンバーシップ情報変更要求信号を生成するものである、
　前記プロセッサによって実行されることで、前記無線セルラネットワークにサービスを
提供する認証課金許可（ＡＡＡ）サーバと通信して前記グループメンバーシップ情報変更
要求信号を受諾又は拒否することを前記基地局に行わせる命令と、
　前記プロセッサによって実行されることで、前記ＡＡＡサーバからの返信に基づき、前
記選択されたマルチキャストグループから前記移動装置を削除するまたは追加することに
よって前記選択されたマルチキャストグループのために前記基地局で維持される前記グル
ープメンバーシップリストにおけるグループメンバーシップ情報を更新することを前記基
地局に行わせる命令と、
　を備えるコンピュータ可読媒体。
【請求項１７】
　さらに、前記プロセッサによって実行されることで、前記グループメンバーシップリス
トにおける前記グループメンバーシップ情報が更新されたことを示すメッセージを送信す
ることを前記基地局中の無線インターフェースに行わせる命令を備える、請求項１６に記
載のコンピュータ可読媒体。
【請求項１８】
　さらに、
　前記プロセッサによって実行されることで、前記移動装置が前記選択されるマルチキャ
ストグループに追加される権利を与えられているか否かを判断することを前記基地局に行
わせる命令と、
　前記プロセッサによって実行されることで、前記選択されるマルチキャストグループの
ための前記グループメンバーシップリストに追加されることの前記要求の拒否を示す応答
を発生することを前記基地局に行わせる命令と、
　を含む請求項１６に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項１９】
　前記プロセッサによる実行のときに、前記発生された応答を、前記基地局中の無線イン
ターフェースに送信させる命令、を含む、請求項１８に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項２０】
　セルラネットワークの１以上の無線基地局と通信することによってインターネットプロ
トコルベースのネットワークにアクセスするように構成された移動装置であって、
　前記セルラネットワークの２つの通信セル間で移動することに伴って前記セルラネット
ワークの基地局に、グループ通信モジュールによって生成されグループメンバーシップの
変更を要求するグループメンバーシップ情報変更要求信号を送信することが可能な送信機
モジュールと、１つのマルチキャストグループのための前記グループメンバーシップ情報
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変更要求信号は、前記基地局によって提供される複数のマルチキャストグループから選択
されたもので、前記移動装置は任意の時点で、１つまたはそれより多くのマルチキャスト
グループのメンバーであるか、あるいはマルチキャストグループのメンバーではない、こ
こにおいて前記移動装置は前記グループメンバーシップ情報変更要求信号に応答して前記
基地局で維持されるグループメンバーシップリストへ加入またはから削除されるものであ
る、
　前記送信機モジュールによって以前に送信された前記グループメンバーシップ情報変更
要求信号に応答して、前記セルラネットワークにサービスを提供する認証課金許可（ＡＡ
Ａ）サーバとの通信に基づいて前記基地局により決定される、前記グループメンバーシッ
プ情報変更要求信号の受諾または拒否を示す応答を受信すること、および前記基地局から
送信されるグループ通信を受信することが可能な受信機モジュールと、
　前記受信機モジュールに結合された前記グループ通信モジュールとを含み、前記グルー
プ通信モジュールは、前記グループメンバーシップ情報変更要求信号に対する前記応答を
検出可能である、ここにおいて前記グループ通信モジュールは前記基地局が前記グループ
メンバーシップリストを維持することを可能にさせない標準グループメンバーシップクラ
イアントモジュールからのシグナリングを傍受し、傍受されたシグナリングに基づいて前
記グループメンバーシップ情報変更要求信号を生成するものである移動装置。
【請求項２１】
　前記グループ通信モジュール、前記送信機モジュール、および前記受信機モジュールは
、無線通信インターフェースモジュールに含まれる、請求項２０に記載の移動装置。
【請求項２２】
　前記グループ通信モジュールは、プラグインカードとして実施される、請求項２１に記
載の移動装置。
【請求項２３】
　さらに、
　前記プラグインカードの挿入および取出しを行うことのできる開口を有する筐体を含み
、前記プラグインカードの少なくとも一部は、前記プラグインカードが完全に挿入される
と、前記筐体の外部に伸延する、請求項２２に記載の移動装置。
【請求項２４】
　さらに、
　無線端末筐体を含み、
　ここにおいて、前記グループ通信モジュールおよび前記送信機モジュールは前記無線端
末筐体の外側に配置され、前記筐体に含まれるインターフェースにケーブルによって結合
される、請求項２１に記載の移動装置。
【請求項２５】
　前記グループ通信モジュールは、前記送信されたグループメンバーシップ情報変更要求
信号に対する前記応答が予め選択された時間期間内に検出されないとき、前記グループメ
ンバーシップ情報変更要求信号を再送信するように前記送信機モジュールを制御する制御
モジュールを含んでいる、請求項２１に記載の移動装置。
【請求項２６】
　前記グループメンバーシップ情報変更要求信号は、前記グループ通信モジュールによっ
てサービスを提供される移動装置が前記グループメンバーシップ情報変更要求信号におい
て特定された前記マルチキャストグループのメンバーとして追加されることを要求する、
請求項２５に記載の移動装置。
【請求項２７】
　さらに、
　マルチキャストグループ通信アプリケーションモジュールを含み、
　ここにおいて、前記グループ通信モジュールは、前記マルチキャストグループ通信アプ
リケーションモジュールによって提供された、前記送信機モジュールによる少なくとも１
つのグループメンバーシップ情報変更要求信号の送信を開始すべきグループメンバーシッ
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プの変更を示す情報に応答する、請求項２５に記載の移動装置。
【請求項２８】
　さらに、
　インターネットグループ管理プロトコル(ＩＧＭＰ)標準に従ったグループ通信モジュー
ルを含み、
　ここにおいて、前記グループ通信モジュールは、前記ＩＧＭＰ標準に従ったグループ通
信モジュールと通信するためにＩＧＭＰに従った信号を使用する、
　ここにおいて、前記グループメンバーシップ情報変更要求信号は非ＩＧＭＰに従った信
号である、請求項２５に記載の移動装置。
【請求項２９】
　インターネットプロトコルベースのネットワークに結合されるアクセスポイントを含ん
でいるセルラネットワークシステムにおけるエンドノードであって、
　前記セルラ通信ネットワークの２つの通信セル間で移動することに伴って、前記アクセ
スポイントに、グループ通信モジュールによって生成されマルチキャストグループのため
のグループメンバーシップの変更を要求するグループメンバーシップ情報変更要求信号を
送信するための前記エンドノード上の手段と、ここにおいて前記アクセスポイントは前記
セルラネットワークシステムの前記２つのセルのセルに対して無線アクセスを提供するよ
うに動作可能であり、前記エンドノードは任意の時点で、１つまたはそれより多くのマル
チキャストグループのメンバーであるか、あるいはマルチキャストグループのメンバーで
はない、
　前記グループメンバーシップ情報変更要求信号に応答し前記マルチキャストグループの
ために前記アクセスポイントで維持されるグループメンバーシップリストからエンドノー
ドを削除するまたは追加することを判断するための前記アクセスポイント上の手段と、
　要求を受諾するまたは拒否するかどうかを判断するために、前記セルラネットワークシ
ステムにサービスを提供する認証課金許可（ＡＡＡ）サーバに対して前記アクセスポイン
トによってなされた通信に基づく前記グループメンバーシップ情報変更要求信号の受諾ま
たは拒否を示す応答を受信するための前記エンドノード上の手段と、
　前記グループメンバーシップ情報変更要求信号の受諾または拒否を示す前記応答を検出
するための前記エンドノード上の手段と、を含み、ここにおいて前記グループ通信モジュ
ールは前記アクセスポイントが前記グループメンバーシップリストを維持することを可能
にさせない標準グループメンバーシップクライアントモジュールからのシグナリングを傍
受し、傍受されたシグナリングに基づいて前記グループメンバーシップ情報変更要求信号
を生成するものであるエンドノード。
【請求項３０】
　前記検出するための前記エンドノード上の手段、前記送信するための前記エンドノード
上の手段、および前記受信するための前記エンドノード上の手段は、無線通信インターフ
ェースモジュールに含まれる、請求項２９に記載のエンドノード。
【請求項３１】
　前記検出するための前記エンドノード上の手段は、前記送信されるグループメンバーシ
ップ情報変更要求信号に対する応答が予め選択された時間期間内に検出されないときに前
記グループメンバーシップ情報変更要求信号を再送信するための前記エンドノード上の手
段を含む、請求項２９に記載のエンドノード。
【請求項３２】
　セルラネットワークに無線で接続するように構成される移動装置における使用のための
コンピュータ可読媒体であって、
　前記セルラネットワークの２つの通信セル間で前記移動装置が移動することに基づくハ
ンドオフ動作に応答して前記移動装置を前記セルラネットワークのアクセスノードに所属
(attach)させるための命令と、
　前記アクセスノードに所属させることに伴って前記アクセスノードによって提供される
マルチキャストグループをリストする前記セルラネットワークの前記アクセスノードから
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信号を受信するための命令と、
　前記アクセスノードによって提供されるマルチキャストグループに前記移動装置を追加
するためにグループ通信モジュールによって生成された要求を、前記移動装置中の要素へ
の接続を有する無線インターフェースモジュールから前記セルラネットワークの前記アク
セスノードに無線通信リンクによって送信することを前記移動装置に行わせるための命令
と、前記移動装置は任意の時点で、１つまたはそれより多くのマルチキャストグループの
メンバーであるか、あるいはマルチキャストグループのメンバーではない、ここにおいて
前記移動装置は前記要求に応答して前記アクセスノードで維持されるグループメンバーシ
ップリストへ加入またはから削除されるものである、
　前記セルラ通信ネットワークにサービスを提供する認証課金許可（ＡＡＡ）サーバとの
通信に基づいて、アクセスノードが前記マルチキャストグループに前記移動装置を追加す
る決定をしたことを示す応答の、前記無線インターフェースモジュールによる受信を監視
するように前記グループ通信モジュールを動作させることを前記移動装置に行わせるため
の命令と、を備え、ここにおいて前記グループ通信モジュールは前記アクセスノードが前
記グループメンバーシップリストを維持することを可能にさせない標準グループメンバー
シップクライアントモジュールからのシグナリングを傍受し、傍受されたシグナリングに
基づいて前記要求を生成するものであるコンピュータ可読媒体。
【請求項３３】
　前記グループメンバーシップ情報変更要求信号を送信することは、さらに、前記基地局
の前記通信セルへ入ることに伴って送信することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３４】
　前記グループメンバーシップ情報変更要求信号を送信することは、さらに、前記基地局
の前記通信セルを出ることに応じて送信することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３５】
　セルラ通信ネットワークの通信セルに対して無線の無線電話のカバレージエリアを提供
するように各々構成される複数のアクセスノードを含む前記セルラ通信ネットワークのア
クセスノードであって、
　複数のマルチキャストグループのためのメッセージを送信するように構成される無線送
信機と、
　無線受信機と、
　プロセッサと、
　前記プロセッサに結合されるメモリと、
　を含み、前記メモリは、
　前記無線受信機により前記複数のマルチキャストグループのうちのマルチキャストグル
ープに加入することの要求をエンドノード上のグループ通信モジュールから、前記セルラ
通信ネットワークの２つの通信セル間で前記エンドノードが移動することに伴って受信す
るための命令と、ここにおいて前記グループ通信モジュールは前記アクセスノードがグル
ープメンバーシップリストを維持することを可能にさせない標準グループメンバーシップ
クライアントモジュールからのシグナリングを傍受し、傍受されたシグナリングに基づい
て前記要求を生成するものである、
　前記要求を認めることを決定するために、前記セルラ通信ネットワークにサービスを提
供する認証課金許可（ＡＡＡ）サーバと通信するための命令と、
　グループ信号を受信するために前記アクセスノードを現在使用している前記マルチキャ
ストグループの複数のメンバーをリストするもので前記アクセスノードで維持される前記
グループメンバーシップリストに前記ＡＡＡサーバからの承認を受信することに応答して
前記エンドノードを追加するための命令と、
　前記エンドノードに対して前記要求が認められたことを示す応答信号を送信することを
前記無線送信機に行わせるための命令と、
　を備える、アクセスノード。
【請求項３６】
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　前記グループメンバーシップリストは、前記アクセスノードのランダムアクセスメモリ
において保存される、請求項３５に記載のアクセスノード。
【請求項３７】
　前記メモリは、さらに、
　前記マルチキャストグループの前記メンバーをリストする前記グループメンバーシップ
リストがいずれのメンバーも含まないことを判断するための命令と、
　前記マルチキャストグループのためのグループメッセージを送信することを前記無線送
信機にやめさせるための命令と、
　を備える、請求項３５に記載のアクセスノード。
【請求項３８】
　前記要求を認めることを決定するための命令は、さらに、
　前記エンドノードが前記マルチキャストグループのメンバーであると認証されたことを
示す情報に応答して、前記要求を認めることを決定するための命令、を備える請求項３５
に記載のアクセスノード。
【請求項３９】
　前記メモリは、さらに、
　第２のアクセスノードによって維持される通信セルに再配置されていることを判断する
ための命令と、
　前記第２のアクセスノードに対して、前記エンドノードが前記マルチキャストグループ
のメンバーであることを特定する情報を送るための命令と、
　を備える、
　請求項３５に記載のアクセスノード。
【請求項４０】
　前記メモリは、さらに、
　前記エンドノードと関連づけられたハンドオフが生じたという決定に伴って前記マルチ
キャストグループの複数のメンバーをリストする前記グループメンバーシップリストから
前記エンドノードを削除するための命令、
　を備える、請求項３５に記載のアクセスノード。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は通信システムに関し、より詳しくは、グループ通信のためにグループメンバー
シップを管理するための方法及び装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　典型的なセルラー(cellular)通信ネットワークにおいて、１組の地理的に分散された基
地局は、通信インフラストラクチャへの無線アクセスを提供する。無線通信装置、あるい
は端末を有するユーザは、適切な基地局とのダイレクト(direct)通信リンクを構築するこ
とができ、そして通信ネットワーク全域に渡って、他のユーザおよび、またはエンドシス
テムと情報を交換することができる。
【０００３】
　ＩＰマルチキャスト技術はグループ通信（例えば、１対多数、多数対多数）のための効
率的なパケット配信サービスを提供する。ＩＰマルチキャストの使用はグループ通信のた
めの帯域幅利用を低減する。このことは、帯域幅が乏しい資源である、無線媒体によるグ
ループ通信のサポートに特に重要である。
【０００４】
　ＩＰマルチキャストを使用するときに、受信側のグループはＩＰマルチキャストアドレ
スと関連付けられる。データソースは、その受信側のグループ用の各ＩＰデータグラム(d
atagram)の単一のコピーを、ＩＰマルチキャストグループアドレスに宛てて送信する。ル
ートが決定された(routed)ネットワークは、必要に応じて各データグラムを複製して転送
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し、それを、グループメンバーの全てを相互接続するルーターに配信する。マルチキャス
トデータグラムをコピーして転送するために必要な配信(delivery)ツリーを形成するため
に、専用のＩＰマルチキャストルート決定(routing)プロトコルが使用される。
【０００５】
　ＩＰマルチキャストは、対応するＩＰマルチキャストグループアドレスに送信されたデ
ータグラムを受信するために与えられたマルチキャストグループに受信者が加入するとい
う点で、受信者向けサービスである。エンドシステムとアクセスルーターとは互いに、例
えばインターネットグループ管理プロトコル（ＩＧＭＰ）のようなグループメンバーシッ
ププロトコルを介して通信して、アクセスルーターが、配信ツリーを構築するために必要
な活動(active)マルチキャストグループメンバーシップに関する情報を維持することを可
能にする。
【発明の概要】
【０００６】
　本発明は、グループ通信を実施するための方法及び装置、例えばマルチキャスト通信方
法及び装置、に関している。本発明の方法及び装置は、本願に記載され、請求項に記載さ
れたサブジェクトマター(subject matter)に関する。
【０００７】
　本発明の方法及び装置は、無線通信システム中での使用に特に適している。このような
システムにおいて、異なる個々のユーザによって使用される無線端末でもよい異なるエン
ドノードには、異なる通信要求、例えば、電力、符号化レート、変調、タイミングおよび
、または他の信号要求がある。これらの異なる信号要求はしばしば、異なるエンドノード
と１つのアクセスノードとの間に存在するエンドノード位置(location)および、または通
信路条件の差の関数である。通信路の状態及び位置を含む条件は、時間にわたって、そし
てアクセスノードのカバレージエリア内でエンドノードが移動するにつれ、変化しうる。
各エンドノードは、任意の時点で０、１、またはそれ以上のマルチキャストグループのメ
ンバーとなることができる。アクセスノードは、例えばセルラーネットワークのような通
信システムへの、例えば無線通信リンクを経由しての、エンドノードの接続点として機能
する。グループメンバーシップは時間と共に変化することができる。
【０００８】
　異なるマルチキャストアプリケーションは異なるエンドノード上で実行していることが
可能であり、各エンドノードは任意の時点で１つのまたはマルチプル(multiple)のマルチ
キャストグループのメンバーであり、あるいはマルチキャストグループのメンバーではな
い。例えばアクセスノードのセクターやセル送信機のような送信機によってサービスが提
供されるエリア内においては、グループメンバーシップは、例えば、エンドノードのユー
ザがひとつのグループに加入すること、またはひとつのグループを脱会することを、例え
ば、マルチキャストアプリケーションにシグナリングして(signaling)、その所望のグル
ープメンバーシップを変更させることにより、あるいはマルチキャストアプリケーション
を終わらせることにより、決定する際のような、グループメンバーによるアクション(act
ion)によって変化する可能性がある。メンバーシップはまた、セルに入った、あるいはセ
ルを出た、例えば移動(mobile)ノード等の、エンドノードのダイナミックス(dynamics)の
結果として変化することができる。
【０００９】
　１つの例示的なシステムにおいて、無線送信機と無線受信機を有するエンドノードは、
アクセスノード（例えば、エンドノードのアタッチメントの(attachment)ネットワークポ
イントとして機能する基地局）と対話する(interact)。エンドノードは、例えば、アクセ
スノードのセルまたはセクター送信機のような送信機の範囲内にとどまるが、マルチキャ
ストグループに随意に入る、あるいはマルチキャストグループを出ることができる。無線
端末において、グループへの入退は、例えば、ユーザがキーを押すことによって、あるい
は別のタイプの入力装置を使用して無線端末入力信号を発生することによって発生された
マルチキャストアプリケーションへの信号のような、ユーザ入力に応答するマルチキャス
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トアプリケーションによって制御可能である。本発明によれば、ユーザの、マルチキャス
トグループへの入退要求を、無線通信リンクによってエンドノードが結合されるアクセス
ノードに信号で知らせる(signal)ことができる。
【００１０】
　アクセスノードは、例えば認証課金許可(Authentication Accounting Authorization)
（ＡＡＡ）サーバからの、アクセスノードが利用できるあるいはアクセスノードに保存さ
れているサービス情報に例えば基づいて、エンドノードのマルチキャストグループへの追
加要求を認めること、および、または拒否することを決定することができる。例えば、無
線端末が、その無線端末が加入を試みているグループに対応するマルチキャストサービス
に対して許可されない場合（例えば加入していない場合）、そのグループへの追加要求は
そのアクセスノードによって拒否される可能性があり、そしてしばしば拒否される。
【００１１】
　有線通信システムと比較してしばしば割合高価であり、送信帯域幅および他の送信資源
が制限される無線環境において、システム効率及び資源割当ての目的のために、正確なマ
ルチキャストグループメンバーシップ情報は大変役立つ。例えば、アクセスノードのカバ
レージエリア内にグループのメンバーがもはや存在しないときにそのグループのメンバー
に対してマルチキャストメッセージを送信していることは望ましくなく、無駄である。従
って、正確でタイムリーなマルチキャストグループメンバーシップ情報は、無線環境にお
ける効率的なアクセスノード動作のために重要である。正確でタイムリーなマルチキャス
トグループメンバーシップ情報はまた、グループメンバーの組に対するマルチキャスト送
信の最適化を可能にする。
【００１２】
　不運にも、既知のマルチキャスト通信プロトコルは、例えばエッジルーターのような特
定のアクセスノードにおけるグループメンバーシップについての比較的制限された情報を
提供しがちである。一般的に、本発明を用いずに既知のグループ通信方法を使用すると、
マルチキャストグループに含まれるエンドノードの組は確実には知られておらず、従って
マルチキャスト送信は予め決定されたカバレージエリアに届くようにされなければならな
い。またこの情報の更新は、比較的ゆっくりした時間スケール(scale)で行われる可能性
があり、従ってもはやそのアクセスノードのカバレージエリアにないエンドノードに送信
されている信号による無線環境における無駄を引き起こすこともある。
【００１３】
　本発明の方法及び装置は、改良されたマルチキャスト通信技術に関するものである。本
発明の様々な特徴は、ネットワーク接続点としてアクセスノードを使用するマルチキャス
トグループメンバーに関するそのアクセスノードで利用可能な情報の量、確実性(reliabi
lity)、及びタイムリーであること(timeliness)、を改良することに関するものである。
これらの特徴のいくつかは、本発明の１以上のシグナリング(signaling)方法を使用する
ことで達成される。アクセスノードにおいてグループメンバーシップ情報を提供するため
に使用されるエンドノードに対する、および、またはエンドノードからの新規マルチキャ
ストシグナリングに加えて、アクセスノードはハンドオフおよび、または他のタイプの情
報を使用して、そのアクセスノードにおいてマルチキャストグループメンバーシップ情報
を生成し、および、または更新することができる。例えば、１つのアクセスノードから別
のアクセスノードへのハンドオフが生じると、そのハンドオフが生じたアクセスノードは
、それのグループメンバーシップ情報を更新して、アクセスノードにおいて維持されてい
るマルチキャストグループメンバーシップリストからハンドオフされている無線端末を取
り除くことができる。無線端末の新しいネットワーク接続点として機能するアクセスノー
ドは、ハンドオフ動作の一部として通信された情報、あるいはハンドオフ動作の一部とし
てコア状態(state)管理ノードから受信された情報に基づいて、マルチキャストグループ
メンバーシップ情報を更新することができる。
【００１４】
　本発明の例示的な実施形態によると、新規のグループ通信シグナリングは、例えば無線
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端末のようなエンドノードにおける無線インターフェースとアクセスノードとの間で使用
される。そのシグナリングは、アクセスノードに正確で信頼性のあるマルチキャストグル
ープメンバーシップ情報を提供し、要求されたグループメンバーシップの承認／拒絶につ
いての確認をそのエンドノードに提供するように設計されている。例示的な実施形態にお
いて、アクセスノードに信号を送信し、及びアクセスノードから信号を受信するために、
無線インターフェースはエンドノードによって使用される。無線インターフェースはエン
ドノードの内部にあってもよく、エンドノードの外部にあって接続によってエンドノード
に結合されてもよく、あるいは、例えば、無線インターフェースが、ノートコンピュータ
やＰＤＡのような、エンドノード中に部分的に挿入可能なカードとして実施される場合の
ように、無線インターフェースは部分的にエンドノードの内部にあってもよい。ある実施
形態においては、無線インターフェースは単一のエンドノードにサービスを提供し(serve
s)、物理的な、例えば無線ではなく有線接続によってそのエンドノードの１以上の内部部
品に結合される。様々な実施形態におけるエンドノードは、無線インターフェースが、例
えば、有線接続によって結合されるグループ通信モジュールを含んでいる。
【００１５】
　本発明の例示的な実施形態によると、エンドノードによって使用される無線インターフ
ェースは、無線端末がマルチキャストグループに追加されるか、あるいはそこから除去さ
れようとするときに、グループメンバーシップ情報変更要求信号をアクセスノードに送信
するために使用される。これは、例えばエンドノードのユーザから受信された入力に応答
して動作するところのエンドノードにおいて実行される１以上のマルチキャストアプリケ
ーションによって発生された信号に応答して行われてもよい。
【００１６】
　いくつかの実施形態においては、グループメンバーシップ情報変更要求信号は、エンド
ノード識別子と、マルチキャストグループ識別子と、及びエンドノードがメッセージに含
まれているグループ識別子に対応するマルチキャストグループに追加されようとしている
のか、あるいはそこから除去されようとしているのかを示す情報とを含む。
【００１７】
　グループメンバーシップ情報変更要求信号の受信に応答して、そのエンドノードがマル
チキャストグループへ追加されることをその信号が要求している場合、いくつかの実施形
態においては、その信号を受信したアクセスノードは、そのメッセージを送信したエンド
ノードがその示されたグループのメンバーであることを認証されているか否かを判断する
。
【００１８】
　エンドノードがそのグループのメンバーであることを認証されている場合、アクセスノ
ードはそのエンドノードを、グループ信号を受信するために前記アクセスノードを使用し
ているマルチキャストグループのメンバーを列記したグループメンバーシップリストに追
加する。異なるメンバーシップリストは、異なるマルチキャストグループに関するアクセ
スノードにおいて保存される。１つのエンドノードは、任意の時点で、１つまたはマルチ
プルのマルチキャストグループのメンバーであることができ、あるいはマルチキャストグ
ループのメンバーでないことが可能である。アクセスノードが要求に従ってグループメン
バーシップリストにエンドノードを追加すると仮定すると、そのアクセスノードはそのエ
ンドノードに対して、グループへの追加要求が認められたことを示す応答信号を送信する
。
【００１９】
　エンドノードが要求信号において示されたグループのメンバーであることを認証されて
いない場合、アクセスノードは、要求メッセージにおいて特定されたグループに対応する
グループメンバーシップリストにそのエンドノードを追加しない。異なるメンバーシップ
リストは、異なるマルチキャストグループに関するアクセスノードにおいて保存される。
エンドノードが要求どおりにグループに追加されることを認められなかった場合、アクセ
スノードはエンドノードに対して、グループへの追加要求が拒否されたことを示す応答信
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号を送信することによりその要求に応答する。
【００２０】
　様々な例示的実施形態において、エンドノードにおけるグループ通信モジュールは、前
記エンドノードに送信された各グループメンバーシップ情報変更要求信号への応答を無線
インターフェースモジュールにより受信したことを監視する。いくつかの実施形態におい
て、通常はその要求への応答が受信されると期待される予め選択された時間期間内に無線
インターフェースモジュールによって応答が受信されていなかった場合、グループ通信モ
ジュールは、グループメンバーシップ情報変更要求信号を再送信するよう、無線インター
フェースモジュールに指示する。この時間は、特定のシステムインプリメンテーション(i
mplementation)しだいで変化する可能性があるが、通常は定められた時間期間である。
【００２１】
　グループメンバーシップ情報変更要求信号はしばしば、前記エンドノードを動作させて
いるマルチキャストグループ通信アプリケーションによって提供された（例えば実行され
た）情報に応答して、直接的にあるいは間接的に生成される。マルチキャストグループ通
信アプリケーションは、グループ通信モジュールと直接的に相互接続していてもよい。一
方、１以上のマルチキャストグループ通信アプリケーションとの相互接続時に標準マルチ
キャストシグナリングを実施する標準グループメンバーシップクライアントモジュールは
、本発明のグループ通信モジュールとアプリケーションとの間のインターフェースとして
動作する。従って、本発明の方法は、従来のグループ通信アプリケーションと共に、本発
明に従ったグループ通信シグナリングをサポートすることをそれらに要求せずに使用され
ることができる。このような実施形態において、標準グループメンバーシップクライアン
トモジュールは、本発明に従って使用される新規の要求およびオプションの(optional)応
答シグナリングと、ならびに標準グループ通信プロトコルシグナリングと間で変換をする
(convert)ための役目を果たす。
【００２２】
　グループへの追加要求への応答が発生されるとすれば、本発明を実施するシステムにお
けるエンドノードとアクセスノードの両方は、信頼性のあるグループメンバーシップ情報
を与えられる。
【００２３】
　本発明のグループメンバーシップシグナリングは、いくつかのシナリオにおいては既知
のグループ通信プロトコルよりも多くのシグナリングを伴うが、アクセスノードにおける
グループメンバーシップに関する詳細情報の不足およびその信頼性の無さのために既知の
システムにおいて発生しうるマルチキャスト信号の不要な無線送信を低減し、および、ま
たは排除する可能性がある。
【００２４】
　下記の詳細な記述において論じられるように、アクセスノードにおける詳細なグループ
メンバーシップ情報は、アクセスノードにおいて利用可能な限られた無線通信資源の割当
や使用に関して多くの付加的な利益を提供する。
【００２５】
　本発明の上述した方法及び装置に関して多くのバリエーションが可能である。以下の詳
細な説明は、本発明の更なる例示的実施形態、特徴および利益のみならず、本発明の追加
の説明を提供する。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】本願の例示的な通信システムのネットワークの概略図。
【図２Ａ】本願に従って実施される装置、例えば例示的なエンドノードを示す概略図。
【図２Ｂ】本願に従って実施される装置、例えば例示的なエンドノードを示す概略図。
【図２Ｃ】本願に従って実施される装置、例えば例示的なエンドノードを示す概略図。
【図３】本願に従って実施される例示的なアクセスノードを示す概略図。
【図４】アクセスノードとエンドノードとの間のグループメンバーシップシグナリングと
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典型的に関連した機能的エンティティを示す概略図。
【図５】本願に従って実施されるアクセスノードとエンドノードとの間のグループメンバ
ーシップシグナリングと関連した機能的エンティティを示す概略図。
【図６】本願に従って実施されるアクセスノードとエンドノードとの間の例示的なグルー
プメンバーシップシグナリングを示す概略図。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　図１は、通信リンクによって相互接続されている複数のノードを備える例示的な通信シ
ステム１００、例えばセルラー通信ネットワーク、を示している。例示的な通信システム
１００におけるノードは、例えばインターネットプロトコル（ＩＰ）等の、通信プロトコ
ルに基づいて、信号、例えばメッセージ、を使用して情報を交換することができる。シス
テム１００の通信リンクは、例えばワイア、光ファイバケーブル、および、または無線通
信技術を用いて実施される。例示的な通信システム１００は、複数のアクセスノード１３
０、１４０、１５０を経由して通信システムにアクセスする複数のエンドノード１３４、
１３６、１４４、１４６、１５４、１５６を含んでいる。エンドノード１３４、１３６、
１４４、１４６、１５４、１５６は、例えば無線通信装置または端末であってもよく、ア
クセスノード１３０、１４０、１５０は、例えば無線アクセスルーターや基地局であって
もよい。例示的な通信システム１００はまた、相互接続性を提供するために、あるいは特
定のサービスや機能を提供するために必要とされる可能性のある多くの別のノードを含ん
でいる。特に、例示的な通信システム１００は、アクセスノード間のエンドノードのモビ
リティ(mobility)をサポートするために必要とされる可能性のある、例えば、移動ＩＰホ
ームエージェントノード等の、モビリティエージェントノード１０８と、エンドノード間
の通信セッションの設定(establishment)と維持をサポートするために必要とされる可能
性のある、例えばセッション開始プロトコル（ＳＩＰ）プロキシ(proxy)サーバ等の、セ
ッションシグナリングサーバノード１０６と、特定のアプリケーション層サービスをサポ
ートするために必要とされる可能性のある、例えばマルチメディアサーバ等の、アプリケ
ーションサーバノード１０４とを含んでいる。
【００２８】
　図１の例示的なシステム１００は、それぞれがそれぞれ対応するネットワークリンク１
０５、１０７、１０９によって中間ネットワークノード１１０に接続されている、アプリ
ケーションサーバノード１０４とセッションシグナリングサーバノード１０６とモビリテ
ィエージェントノード１０８とを含むネットワーク１０２を示している。ネットワーク１
０２における中間ネットワークノード１１０はまた、ネットワーク１０２から見て外部で
あるネットワークノードへの、ネットワークリンク１１１を経由しての相互接続性を提供
する。ネットワークリンク１１１は、複数のアクセスノード１３０、１４０、１５０への
、それぞれネットワークリンク１３１、１４１、１５１を経由しての、後続の接続性を提
供する、もう一つの中間ネットワークノード１１２に接続されている。
【００２９】
　各アクセスノード１３０、１４０、１５０は、対応するアクセスリンク（１３５、１３
７）、（１４５、１４７）、（１５５、１５７）をそれぞれ経由して複数のＮのエンドノ
ード（１３４、１３６）、（１４４、１４６）、（１５４、１５６）への接続性をそれぞ
れ提供するものとして図示されている。例示的な通信システム１００において、各アクセ
スノード１３０、１４０、１５０は、アクセスを提供するために無線技術、例えば無線ア
クセスリンク等、を使用するものとして示されている。無線電話のカバレージエリア、例
えば各アクセスノード１３０、１４０、１５０のそれぞれの通信セル１３８、１４８、１
５８等、は対応するアクセスノードを囲む円として図示されている。
【００３０】
　例示的な通信システム１００を本発明の説明の基礎として引き続き使用する。本発明の
別の実施形態は、ネットワークノードの数とタイプ、リンクの数とタイプ、およびノード
間の相互接続性が図１に示した例示的な通信システム１００のものとは異なることのでき
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る様々なネットワークトポロジー(topologies)を含んでいる。
【００３１】
　図２Ａ、２Ｂ、２Ｃは、本発明によるグループ通信シグナリングをサポートすることが
できる装置、例えば、無線通信インターフェースモジュールを有する例示的なエンドノー
ド、を示している。同一の参照番号を用いて図２Ａ、２Ｂ、２Ｃにおいて特定されている
アイテムは、同一あるいは類似の要素を使用して実施されることができる。
【００３２】
　図２Ａは、本発明の実施形態に従って実施される例示的なエンドノード２００の詳細な
図である。図２Ａの実施例において、無線通信インターフェースモジュール２３０はノー
ド２３０の内部部品として図示されている。無線通信インターフェースモジュール２３０
はエンドノード２００中の他の要素に配線されていてもよく、また時として配線されてい
る。図２Ａに示されている例示的なエンドノード２００は、図１に図示されているエンド
ノード１３４、１３６、１４４、１４６、１５４、１５６の任意の１つとして使用されて
もよい装置の詳細図である。図２Ａの実施形態において、エンドノード２００は、バス２
０６によって互いに結合されている、プロセッサ２０４と、無線通信インターフェースモ
ジュール２３０と、ユーザ入力／出力インターフェース２４０と、メモリ２１０とを含ん
でいる。従ってバス２０６を経由して、エンドノード２００の様々な部品が情報や信号や
データを交換することができる。エンドノード２００の部品２０４、２０６、２１０、２
４０は筐体２０２の内部に配置されている。本発明の実施形態には、無線インターフェー
スモジュール２３０の少なくとも一部がエンドノード筐体の中に設置されているものもあ
る。例えば図２Ｃの例のような他の実施形態において、無線インターフェースモジュール
はエンドノード筐体の外部にあり、通信接続によって、例えば銅線またはケーブルを介し
て等、エンドノードに結合される。図２Ｂに示されているような他の実施形態において、
無線通信モジュールは、ユーザがエンドノード筐体２０２中の開口部を通してそのエンド
ノードから挿入・取出し可能であるプラグインカード、例えばＰＣＭＣＩＡカード等、と
して実施されている。
【００３３】
　メモリ２１０中に含まれている、例えばルーチンのような、様々なモジュールの制御下
にあるプロセッサ２０４は、以下に説明する様々なシグナリングおよび処理を行うために
エンドノード２００の動作を制御する。メモリ２１０中に含まれているモジュールは、ス
タートアップ時、あるいは他のモジュールに呼出されると、実行される。モジュールは実
行時にデータ、情報、および信号を交換することができる。モジュールはまた、実行時に
、データおよび情報を共有することができる。
【００３４】
　無線通信インターフェースモジュール２３０は、エンドノード２００の内部部品が、例
えばアクセスノード等の、ネットワークノードおよび外部装置へ／から信号を送受信する
ことのできるメカニズムを提供する。無線通信インターフェースモジュール２３０は、例
えば、エンドノード２００を、例えば無線通信路を経由して、他のネットワークノードに
結合するために使用される対応した送信アンテナ２３８を有する送信機回路２３４と、対
応した受信アンテナ２３６を有する受信機回路２３２とを含んでいる。本発明のいくつか
の実施形態において、無線通信インターフェースモジュール２３０は、図２に図示されて
いるように、インターフェースプロセッサ２３１とインターフェースメモリ２３３とを含
んでいる。インターフェースメモリ２３３に含まれている、例えばルーチンのような、様
々なモジュールの制御下にあるインターフェースプロセッサ２３１は、以下に説明する様
々なシグナリングや処理を行うために無線通信インターフェースモジュール２３０の動作
を制御している。インターフェースメモリ２３３中に含まれているモジュールは、スター
トアップ時、あるいは他のモジュールに呼出されると、実行される。モジュールは実行時
にデータ、情報、および信号を交換することができる。モジュールはまた、実行時にデー
タおよび情報を共有することができる。
【００３５】
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　例示的なエンドノード２００はまた、ユーザ入力／出力インターフェース２４０を経由
してバス２０６に結合されている、ユーザ入力装置２４２、例えばキーパッド、と、ユー
ザ出力装置２４４、例えばディスプレイ、とを含んでいる。従って、ユーザ入力／出力装
置２４２、２４４は、ユーザ入力／出力インターフェース２４０とバス２０６とを経由し
てエンドノード２００の他の部品と情報、信号、およびデータを交換することができる。
ユーザ入力／出力インターフェース２４０と関連装置２４２、２４４は、ユーザがあるタ
スクを達成するためにエンドノード２００を動作させることのできるメカニズムを提供す
る。特に、ユーザ入力装置２４２とユーザ出力装置２４４は、エンドノード２００と、そ
のエンドノード２００のメモリ２１０内で実行するアプリケーション、例えばモジュール
、プログラム、ルーチンおよび、または関数等、とをユーザが制御することを可能にする
機能性を提供する。
【００３６】
　図２Ａの実施形態において、エンドノードメモリ２１０は１以上のマルチキャストグル
ープ通信アプリケーション２１５、２１６を含んでいる。本発明に従って実行されるいく
つかのエンドノードの実施形態はまた、標準グループメンバーシップクライアントモジュ
ール２１３と対応する標準グループメンバーシップクライアント情報２１４とを含んでい
る。標準グループメンバーシップクライアントモジュール２１３は、例えばインターネッ
トグループ管理プロトコル（ＩＧＭＰ）、マルチキャストリスナーディスカバリー（ＭＬ
Ｄ）などの、様々なグループ管理プロトコルのうちの任意の１つをサポートすることがで
きる。標準グループメンバーシップクライアントモジュール２１３を含むエンドノードの
実施形態において、マルチキャストグループ通信アプリケーション２１５、２１６は、本
発明の様々な観点を実行する１以上のモジュールを含むインターフェースメモリ２３３と
アプリケーションプログラミングインターフェース（ＡＰＩ）を経由して標準グループメ
ンバーシップクライアントモジュール２１３に対してグループ通信要求（例えばアプリケ
ーションがトラフィックを受信すべきマルチキャストグループ）を指すことができる。様
々な実施形態において、標準グループメンバーシップクライアントモジュール２１３は、
ＩＧＭＰやＭＬＤに従ったシグナリングを用いて、グループ通信モジュール２１１および
、または２１１’と対話することができ、そのグループ通信モジュール２１１または２１
１’はその時プロキシとして動作して、無線通信インターフェースモジュール２３０に含
まれている送信機によって送信される非ＩＧＭＰ及び非ＭＬＤに従ったグループメンバー
シップ変更要求信号を発生する。このように、標準グループメンバーシップクライアント
モジュール２１３を含むいくつかの実施形態において、そこに結合されるグループ通信モ
ジュール２１１、２１１’はプロキシとしての役割を果たし、その標準グループメンバー
シップクライアントモジュール２１３は、アプリケーションが標準ＡＰＩと従来のシグナ
リングを用いてこのグループメンバーシップモジュール２１３と対話することを可能にす
る。
【００３７】
　図２Ａの実施形態において、エンドノードメモリ２１０とインターフェースメモリ２３
３はさらに、本発明の様々な観点を実行するグループ通信モジュール２１１／２１１’と
、グループ通信情報２１２／２１２’とを含んでいる。本発明によると、グループ通信モ
ジュール２１１／２１１’ とグループ通信情報２１２／２１２’は、エンドノードメモ
リ２１０（符号２１１、２１２が付されているブロックによって示されている）、または
インターフェースメモリ（符号２１１’、２１２’が付されているブロックによって示さ
れている）のいずれかにおいて実施可能である。グループ通信モジュール２１１／２１１
’は、例えばマルチキャストグループの入退(joining and leaving)を制御するために、
アクセスノードとグループメンバーシップ情報シグナリングを交換する。マルチキャスト
グループ通信アプリケーション２１５、２１６は、アプリケーションプログラミングイン
ターフェース（ＡＰＩ）を経由してグループ通信モジュール２１１／２１１’にグループ
通信要求（例えばそのアプリケーションがトラフィックを受信すべきマルチキャストグル
ープ）を示すことができる。標準グループメンバーシップクライアントモジュール２１３
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を含むエンドノードの実施形態において、グループ通信モジュール２１１、２１１’は、
前記標準グループメンバーシップクライアントモジュール２１３によってアクセスノード
に向けられたグループメンバーシップシグナリングを受信する（例えば傍受する(interce
pt)）ことができ、そのグループ通信モジュール２１１、２１１’はまた、アクセスノー
ドから前記標準グループメンバーシップクライアントモジュール２１３に向けられるグル
ープメンバーシップシグナリングのためのプロキシとしての役目を果たすことができる。
【００３８】
　図２Ｂの実施形態は図２Ａの実施形態に類似している。しかし図２Ｂにおいて、エンド
ノード２００’は、本実施形態ではプラグインカードとして実施されている、無線通信イ
ンターフェースモジュール２３０’が挿入可能な開口部を有するエンドノード筐体１０２
’を含んでいる。図示されているように、完全に挿入されると、カード２３０’の一部分
は筐体２０２’の外部に伸延し、前記筐体によって遮断されることなく無線信号を送受信
することができる。カード２３０’は図２Ｂの実施形態において、プラグインコネクタ２
３１’によって、バス２０６に結合されており、このプラグインコネクタ２３１’は、そ
のカードがバス２０６と電気的に接触することを可能にするが、しかし、ユーザが筐体２
０２’を分解する必要なくそのカード２３０’を挿入すること、および取出すことを依然
としてを可能にしている。
【００３９】
　図２Ｃは、無線通信インターフェースモジュール２３０’’がケーブル２２９’’とケ
ーブルコネクタ２３１’’によってエンドノード２００’’に結合される外部装置として
実施されている実施形態を図示している。図２Ｃの実施形態において、無線通信インター
フェースモジュール２３０’’は、単にケーブル２２９’’をコネクタ２３１’’から外
すだけで容易に接続され、接続を切断されることができる。図２Ｃの実施形態は、図２Ｂ
の実施形態に示されたタイプのカードを挿入するために利用できるスロットまたは開口部
を有していないパーソナルコンピュータ等の装置に大変適している。
【００４０】
　図３は、本発明に従って実施される例示的なアクセスノード３００の詳細図である。図
３に図示されている例示的なアクセスノード３００は、図１に図示されているアクセスノ
ード１３０、１４０、１５０の任意の１つとして用いられてもよい装置の詳細図である。
図３の実施形態において、アクセスノード３００は、バス３０６によって互いに結合され
ている、プロセッサ３０４と、ネットワーク／インターネットワークインターフェース３
２０と、無線通信インターフェース３３０と、メモリ３１０とを含んでいる。従って、バ
ス３０６を経由して、アクセスノード３００の様々な部品は情報、信号、およびデータを
交換することができる。アクセスノード３００の部品３０４、３０６、３１０、３２０、
３３０は筐体３０２の内部に配置されている。
【００４１】
　メモリ３１０中に含まれている、例えばルーチンのような、様々なモジュールの制御下
にあるプロセッサ３０４は、以下に説明する様々なシグナリングや処理を行うためにアク
セスノード３００の動作を制御している。メモリ３１０中に含まれているモジュールはス
タートアップ時、あるいは他のモジュールに呼出されると実行される。モジュールは実行
時にデータ、情報、および信号を交換することができる。モジュールはまた、実行時にデ
ータおよび情報を共有することができる。
【００４２】
　ネットワーク／インターネットワークインターフェース３２０は、アクセスノード３０
０の内部部品が外部装置およびネットワークノードに／から信号を送受信することができ
るメカニズムを提供する。ネットワーク／インターネットワークインターフェース３２０
は、例えば銅線または光ファイバラインを経由して、他のネットワークノードにノード３
００を結合するために使用される受信機回路３２２と送信機回路３２４とを含んでいる。
無線通信インターフェース３３０はまた、アクセスノード３００の内部部品が外部装置や
ネットワークノード、例えばエンドノード、に／から信号を送受信することができるメカ
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ニズムを提供する。無線通信インターフェース３３０は、例えば、アクセスノード３００
を、例えば無線通信通信路を経由して、他のネットワークノードに結合するために使用さ
れる、対応する送信アンテナ３３８を有する送信機回路３３４および対応する受信アンテ
ナ３３６を有する受信機回路３３２を含んでいる。
【００４３】
　図３の実施形態において、アクセスノード３００のメモリ３１０は、マルチキャストル
ーティング(routing)／転送モジュール３１１と、マルチキャストルーティング／転送情
報３１２と、グループメンバーシップサーバモジュール３１３と、グループメンバーシッ
プ情報３１４と、マルチキャストグループ通信アプリケーション３１５とを含んでいる。
【００４４】
　マルチキャストルーティング／転送モジュール３１１は、マルチキャストトラフィック
パケットのルーティング／転送をサポートするためにアクセスノード３００の動作を制御
している。マルチキャストルーティング／転送モジュール３１１は、例えばディスタンス
ベクトルマルチキャストルーティングプロトコル(Distance Vector Multicast Routing P
rotocol)（ＤＶＭＲＰ）、プロトコル独立マルチキャスト(Protocol Independent Multic
ast)（ＰＩＭ）などの、様々なマルチキャストルーティングプロトコルの任意の１つを使
用することができる。マルチキャストルーティング／転送情報３１２は、例えば特定のグ
ループに対応するマルチキャストパケットがコピー・転送されるべきインターフェースを
示すマルチキャストルーティングおよび／または転送表を含んでいる。
【００４５】
　グループメンバーシップサーバモジュール３１３は、アクセスノード３００のインター
フェースに関するグループメンバーシップ情報の管理をサポートするためにアクセスノー
ド３００の動作を制御している。グループメンバーシップ情報３１４は、例えば、無線イ
ンターフェース３３０を経由してアクセスノード３００に接続されている活動中のメンバ
ーが存在するグループの組と、そのようなグループのそれぞれに関する特定の情報と、無
線インターフェース３３０を経由してアクセスノード３００に接続されている各グループ
メンバーに関する特定の情報とを含んでいる。グループメンバーシップサーバモジュール
３１３は、例えばマルチキャストグループの入退を制御するために、グループメンバーシ
ップ情報シグナリングをエンドノードと交換する。本発明によると、アクセスノード３０
０におけるグループメンバーシップサーバモジュール３１３は、エンドノード２００にお
けるグループ通信モジュール２１１とグループメンバーシップ情報シグナリングを交換す
る。
【００４６】
　図４は、本発明との比較をする際の基礎として、従来のアクセスノードと従来のエンド
ノードとの間のグループメンバーシップシグナリングに典型的に関連している機能的エン
ティティ(entities)を図示している。図４のブロック図４００は、従来のアクセスノード
４３０と従来のエンドノード４２０とを含んでいる。アクセスノード４３０は標準グルー
プメンバーシップサーバモジュール４３２を含んでいる。エンドノード４２０は標準グル
ープメンバーシップクライアントモジュール４２２と、１以上のマルチキャストグループ
通信アプリケーション４２４、４２６とを含んでいる。マルチキャストグループ通信アプ
リケーション４２４、４２６は、ＡＰＩ４１０、４１２を経由して標準グループメンバー
シップクライアントモジュール４２２にグループ通信要求（例えばアプリケーションがト
ラフィックを受信すべきマルチキャストグループ）を示す。例えば、アプリケーションが
特定のマルチキャストグループに関連したセッションを開始すると、そのアプリケーショ
ン（例えば４２４）はＡＰＩ（例えば４１０）を経由して標準グループメンバーシップク
ライアントモジュール４２２に対してその特定のグループへの加入要求を示し、それによ
りアプリケーションはそのマルチキャストグループに予定されている(destined)トラフィ
ックを受信することができる。
【００４７】
　エンドノード４２０における標準グループメンバーシップクライアントモジュール４２
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２は、例えばアクセスノード４３０に対してアプリケーションからＡＰＩを経由して学習
したグループメンバーシップ情報を中継するために、アクセスノード４３０における標準
グループメンバーシップサーバモジュール４３２とグループメンバーシップ情報シグナリ
ング４０２、４０４を交換する。標準グループメンバーシップクライアントモジュール４
２２と標準グループメンバーシップサーバモジュール４３２との間のシグナリング４０２
、４０４は、例えばインターネットグループ管理プロトコル（ＩＧＭＰ）、マルチキャス
トリスナーディスカバリー（ＭＬＤ）などの、様々なグループ管理プロトコルの任意の１
つに従ったものであることができる。シグナリング４０２、４０４は、アクセスノード４
３０の特定のインターフェースを経由して接続されている特定のマルチキャストグループ
と関連しているメンバーが存在するか否かをアクセスノード４３０が判断することを可能
にするので、アクセスノード４３０は、必要に応じてマルチキャストルーティング／転送
を設定して維持するための手続(procedures)を実行することが可能になる。標準グループ
メンバーシップシグナリングアプローチは、アクセスノードが特定のマルチキャストグル
ープと関連しているメンバーの数を判断できることを保証するものでもなく、特定のグル
ープと関連しているグループメンバーの明確な(explicit)リストをアクセスノードが維持
することを可能にするものでもないことに注意されたい。さらに、標準グループメンバー
シップシグナリングアプローチは、グループメンバーシップ要求がアクセスノードによっ
て受信された、および、または受諾されたという確認をエンドノードに提供するものでは
ない。
【００４８】
　図５は、本発明に従って実施されるアクセスノードとエンドノードとの間のグループメ
ンバーシップシグナリングに関連している機能的エンティティを図示している。図５のブ
ロック図５００は、本発明に従って実施されるアクセスノード３００と本発明に従って実
施されるエンドノード２００とを含んでいる。図５に図示されているアクセスノード３０
０とエンドノード２００は、図３および図２にそれぞれ示されているものを簡単に表した
図である。アクセスノード３００は、グループメンバーシップサーバモジュール３１３を
含んでいる。エンドノード２００はグループ通信モジュール２１１と、１以上のマルチキ
ャストグループ通信アプリケーション２１５、２１６とを含んでいる。標準グループメン
バーシップクライアント２１３をさらに含んでいるエンドノードの実施形態もある。標準
グループメンバーシップクライアント２１３を含んでいるエンドノードの実施形態におい
て、マルチキャストグループ通信アプリケーション２１５、２１６は、ＡＰＩ５１０、５
１２を経由して標準グループメンバーシップクライアントモジュール２１３にグループ通
信要求（例えばアプリケーションがトラフィックを受信すべきマルチキャストグループ）
を示す。例えば、アプリケーションが特定のマルチキャストグループに関連したセッショ
ンを開始すると、アプリケーション（例えば２１５）は、そのマルチキャストグループに
予定されているトラフィックをそのアプリケーションが受信することができるように、Ａ
ＰＩ（例えば５１０）を経由して標準グループメンバーシップクライアントモジュール２
１３に対して特定のグループへの加入要求を示す。
【００４９】
　エンドノード２００中の標準グループメンバーシップクライアントモジュール２１３は
、例えばアクセスノード３００に対してアプリケーションからＡＰＩを経由して学習した
グループメンバーシップ情報を中継することを意図されたグループメンバーシップ情報シ
グナリング５０８、５０６を送受信する。本発明によると、前記シグナリングは標準グル
ープメンバーシップクライアントモジュール２１３とグループ通信モジュール２１１との
間で交換される。従って、グループ通信モジュール２１１は、標準グループメンバーシッ
プクライアントモジュール２１３によってアクセスノードに対して向けられているグルー
プメンバーシップシグナリングを受信し（例えば、傍受し）、そして、そのグループ通信
モジュール２１１は、アクセスノードから前記標準グループメンバーシップクライアント
モジュール２１３に向けられるグループメンバーシップシグナリングのためのプロキシと
しての役目を果たす。
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【００５０】
　標準グループメンバーシップクライアントモジュール２１３とグループ通信モジュール
２１１との間で交換されるシグナリング５０６、５０８は、インターネットグループ管理
プロトコル（ＩＧＭＰ）、マルチキャストリスナーディスカバリー（ＭＬＤ）などの、様
々なグループ管理プロトコルの任意の１つに基づいていてもよい。前記シグナリング５０
６、５０８は、マルチキャストグループ通信アプリケーション２１５、２１６からＡＰＩ
５１０、５１２を経由して標準グループメンバーシップクライアントモジュール２１３に
よって学習されたグループ通信要求（例えばアプリケーションがトラフィックを受信すべ
きマルチキャストグループ）をグループ通信モジュール２１１が判断することを可能にす
る。標準グループメンバーシップクライアントモジュール２１３を含んでいない実施形態
において、マルチキャストグループ通信アプリケーション２１５、２１６は、ＡＰＩを経
由してグループ通信モジュール２１１に対して直接、グループ通信要求（例えばアプリケ
ーションがトラフィックを受信すべきマルチキャストグループ）を示す。
【００５１】
　エンドノード２００におけるグループ通信モジュール２１１は、アクセスノード３００
内のグループメンバーシップサーバモジュール３１３とシグナリング５０２、５０４を交
換する。シグナリング５０２、５０４は、エンドノード２００が、例えば、グループメン
バーシップ要求及び情報をアクセスノード３００に示すことを可能にする。従って、アク
セスノード３００は、そのアクセスノード３００の特定のインターフェースを経由して接
続されている特定のマルチキャストグループと関連しているメンバーが存在するか否かを
判断することができるので、アクセスノード３００は必要に応じてマルチキャストルーテ
ィング／転送を設定して維持するための手続を実行することができる。必ずしも全てでは
ないがいくつかの実施形態においては、アクセスノード３００は特定のマルチキャストグ
ループと関連しているメンバーの数を判断し、メモリにその数を保存している。さらに、
グループ通信モジュール２１１とグループメンバーシップサーバモジュール３１３との間
のシグナリング５０２、５０４は、アクセスノード３００が特定のグループと関連してい
るグループメンバーの明確なリストを保持する(maintain)ことを可能にし、グループメン
バーシップ要求がアクセスノード３００によって受信された、および／または承諾された
という確認をエンドノード２００に提供する。
【００５２】
　図６は、本発明に従って実施されるエンドノード２００と関連しているグループ通信モ
ジュール２１１と、本発明に従って実施されるアクセスノード３００内のグループメンバ
ーシップサーバモジュール３１３との間で交換される例示的なシグナリングを図示したメ
ッセージフロー図６００を示している。図６の例において、グループメンバーシップサー
バモジュール３１３は通知（グループ広告）信号６０２をグループ通信モジュール２１１
に送信する。この通知信号は、例えばアクセスノード３００が相互接続しているネットワ
ークによりサポートされているサービスのために使用されるサポートされているマルチキ
ャストグループのリストを含んでいる。通知（グループ広告）信号は、ユニキャスト（例
えば特定のエンドノード向けの）またはマルチキャスト（例えば複数のエンドノード向け
の）のいずれか一方を用いて、アクセスノード３００における無線インターフェース３３
０を経由して送信されてもよい。いくつかの実施形態においては、通知（グループ広告）
信号６０２は、アクセスノード３００内のグループメンバーシップサーバモジュール３１
３によって、前記アクセスノード３００に接続されている１以上のエンドノードに対して
定期的に送信される。いくつかの実施形態においては、通知（グループ広告）信号６０２
は、エンドノードからの信号の受信に応答して、アクセスノード３００内のグループメン
バーシップサーバモジュール３１３によって、前記アクセスノード３００に接続されてい
る１以上のエンドノードに対して送信される。
【００５３】
　図６はさらに、グループ通信モジュール２１１からグループメンバーシップサーバモジ
ュール３１３に対して送信されている要求（グループメンバーシップ情報変更）信号６０
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４を示している。要求（グループメンバーシップ情報変更）信号６０４は、例えば、エン
ドノード２００を特定し、エンドノード２００がメンバーシップを要求している（例えば
加入）および、またはメンバーシップを終わらせている（例えば脱会）しようとしている
マルチキャストグループを示す情報を含んでいる。要求（グループメンバーシップ情報変
更）信号６０４は、例えばマルチキャストグループ通信アプリケーションによって示され
たグループメンバーシップ要求の変更に応答して、グループ通信モジュール２１１によっ
て送信される。いくつかの実施形態において、グループ通信モジュール２１１は要求（グ
ループメンバーシップ情報変更）信号６０４の送信時に要求再送信タイマー６１２を起動
させ、その要求再送信タイマーの有効期限が切れる前に対応する応答信号６０６が受信さ
れなかった場合に要求（グループメンバーシップ情報変更）信号６０８を再送信する。
【００５４】
　グループメンバーシップサーバモジュール３１３は、グループ通信モジュール２１１か
らの要求（グループメンバーシップ情報変更）信号６０４の受信に応答して、そのグルー
プ通信モジュール２１１に応答信号６０６を送信する。応答信号６０６は、例えば、対応
する要求（グループメンバーシップ情報変更）信号６０４が受信されたという確認、対応
する要求（グループメンバーシップ情報変更）信号６０４の１以上の面(aspects)が受諾
されたという表示、および、または対応する要求（グループメンバーシップ情報変更）信
号６０４の１以上の面が受諾されなかったという表示を含んでいる。
【００５５】
　いくつかの実施形態において、アクセスノード３００内のグループ通信サーバモジュー
ル３１３は、そのアクセスノード３００内のグループメンバーシップ情報がエンドノード
２００による要求なしに変更されると、通知（グループメンバーシップ情報変更）信号６
１０を送信する。このような変更は、例えばエンドノード２００が加入していた特定のマ
ルチキャストサービスが管理上終了されるか、あるいはもはやサポートされることができ
ないときに生じる可能性がある。通知（グループ広告）信号６１０は、ユニキャスト（例
えば特定のエンドノード向けの）またはマルチキャスト（例えば複数のエンドノード向け
の）のいずれかを用いてアクセスノード３００内の無線インターフェース３３０を経由し
て送信されてもよい。
【００５６】
　本発明のいくつかの実施形態において、ノード間の通信は全てあるいは部分的にインタ
ーネットプロトコル（ＩＰ）に基づいている。従って、ネットワークノード間のデータお
よび、または制御シグナリングのいずれの通信も、例えばデータグラムのようなＩＰパケ
ットを使用することができる。
【００５７】
　本発明の様々な特徴は、モジュールを使用して実施される。このようなモジュールは、
ソフトウェア、ハードウェアあるいはソフトウェアとハードウェアの組み合わせを使用し
て実施されてもよい。上述した方法または方法ステップの多くは、上述の方法の全てもし
くは一部を実行するために、追加のハードウェアを使用する、あるいは使用しない、例え
ば汎用コンピュータなどの、機械を制御するために、例えばＲＡＭ、フロッピー（登録商
標）ディスクなどの、メモリ装置のような機械可読媒体に含まれている、ソフトウェアの
ような機械実行可能命令を用いて実施可能である。従って、本発明は、特に、機械、例え
ばプロセッサや関連するハードウェア、に上述の方法の１以上のステップを実行させるた
めの機械実行可能命令を含む機械可読媒体に関するものである。
【００５８】
　上述した本発明の方法及び装置に関する更なる多くのバリエーションは、本発明の上記
の説明から当業者に明らかであろう。このようなバリエーションは本発明の技術的範囲内
のものであると考えるべきである。本発明の方法及び装置は、符号分割多元接続（ＣＤＭ
Ａ）、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）、またはアクセスノードと移動ノードとの間の無
線通信リンクを提供するために使用可能な様々な他のタイプの通信技術を用いて利用され
てもよく、また多くの実施形態においては利用されている。いくつかの実施形態において
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は、アクセスノードはＯＦＤＭおよび、またはＣＤＭＡを使用して移動ノードとの通信リ
ンクを構築する基地局として実施されている。様々な実施形態において、移動ノードは本
発明の方法を実施するために、ノートブックコンピュータ、パーソナルデータアシスタン
ト（ＰＤＡｓ）、または送信機／受信機回路や論理および、またはルーチンを含むその他
の可搬装置として実施される。

【図１】 【図２Ａ】



(21) JP 5362781 B2 2013.12.11

【図２Ｂ】 【図２Ｃ】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】
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